
令和４年度 第３回 光明小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時    令和４年 11 月 29 日（火）１３時３０分から１５時００分まで 

２ 開 催 場 所    光明小学校 １階 会議室  

３ 出 席 委 員    小倉 端、小澤 房世、岡部 かおり、笹竹 和行、河島 秀夫 

     中谷 勲、島 克寿 

４ 欠 席 委 員    関島 貴浩 

５ ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ   新出 丈士(光明ふれあいセンター所長) 

６ 学 校   中野 主税(校長)、藤岡 政哉(教頭)、土屋 淳心(CS担当教員) 

    横山 貴美恵(校務アシスタント） 

７ 教育委員会   堀田 洋一（教育総務課） 

８ 傍 聴 者   なし 

９ 協 議 事 項 

（１）授業参観を受けて 

（２）学習支援について今後の取組 ～地域との距離を縮めるために～ 

 

10 会議録作成者  校務アシスタント 横山 貴美恵 

11 会 議 記 録  

教頭から、委員総数８人のうち７人の出席があり、過半数を超えているため、会議が成立している旨の報

告があった。 

 

（１）授業参観を受けて 

  議長の指示により、協議前に授業参観を行った結果を受け、委員から、以下の発言があった。 

  ・ほとんどの子が先生の話をきちんと聞けていた。(笹竹委員) 

  ・1年生の元気のよさが気持ちいい。みんな興味をもって授業にのぞんでいた。体育の授業では動画を撮 

   っているのが昔と違うし、次の授業に反映できるのがよい。(島委員) 

  ・5年生の書写では、みんな真剣に書けていた。図工はテーマが多くて、指導が難しいように思う。 

 1年生の作品は 6年生のように素晴らしい。高学年のクラスでは、手をあげる子がいると先生が直ぐ指 

   すため、他の子の考える時間を持たせて待ってあげるといい。(河島委員) 

  ・5年生の授業で集中して聞いていた。(中谷委員) 

  ・6年生と低学年を参観した。先生の問いかけに対して、しっかり回答できていた。授業中、活発なのが    

   良かった。(小倉会長) 

  ・書き初めの授業で、書き順の違う子にしっかり指導していた。全体を見つつも細かな所も見ていると感 

 じた。(小澤委員) 

  ・1年生の机の配置がよかった。他の学年にも反映した方がいい。(河島委員) 

  ・コロナの影響で話がしやすい机の配置が難しかったが、最近では短い時間で配置換えをする等してお 

 り、少しずつ工夫し対応する。(校長) 

 

（２）学習支援について今後の取組 ～地域との距離を縮めるために～ 

  議長の指示により、学習支援の取組みについて、土屋から別紙資料に基づき説明があり、委員から、以下 

 の発言があった。 

    



   ＜学習支援の取組みについて＞ 

     「昔の遊び」はさくら連絡網で保護者を通じて募集をかけている。「そろばん」については、ふれ合い 

    センター等地域にご協力頂くことを考えている。4月にはさくら連絡網や回覧板等で、何ができるか 

    (どんなことが得意か)といった内容について募集をかける等できればと思う。また、講話として堀田さ 

    んにお越し頂き、ご自身の経験や考えを子供たちの前で話してもらう機会を設けた。(土屋) 

    

   ・学校教育について地域へ開くこともするが、子供たちへも外からの影響を得る機会を増やし、価値観を 

    広げていく取組みをしたい。(校長) 

   ・年度が変わっても、先生が人材を探す苦労がないような仕組みができるといい。(岡部委員) 

   ・個々に頼むより、ボランティア団体にお願いすると見つかりやすい。(小澤委員) 

   ・ダンスやヨガ等の先生は、ふれあいセンターに相談すると人材を紹介して頂けるか。(校長) 

    →ダンス教室のような利用はあるので、こちらに相談して頂ければ人材を紹介することも可能。 

     (新出さん) 

   ・学校支援コーディネーターの仕事として苦労されていることは何か。(土屋) 

    →募集で来てくれる方の都合も考えているため、ボランティア活動のスケジュール調整に苦労している。 

     (笹竹委員※光が丘中学校にて学校支援コーディネーター) 

   ・ボランティアは「行けるときに行く、誰も行けなかったらしょうがない」位の気持ちでいれば、継 

    続していけると思う。(岡部委員) 

   ・募集要項に「行ける時に・・・」等の文言を入れると、そのうち周知されていくと思う。(校長) 

   ・学校に来られる保護者が増えていけば、保護者のネットワークで情報が広がり、ボランティア活動の 

    理解も得られて定着するようになると思う。(岡部委員) 

   ・教員は移動等で地域を離れるが、地域の方はずっといるので、みんなでコミュニティー・スクールを 

    通して学校を作っていけるといい。(校長) 

   ・９割は例年通りのボランティアで、１割は新しいこと位の方が継続しやすいと思う。(新出さん) 

 

  協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

  その他連絡事項等 

 土屋から、堀田さんの講話は、令和４年１２月１２日（月）５、６時間目に開催する旨の報告があった。 

 教頭から、次回会議は、令和５年２月２４日（金）午後１時３０分から１階会議室で開催する旨と、 

    学校評価について話し合う旨の報告があった。 

     


